
（令和７年第４９週）

  

感染症発生動向調査の結果（南部保健所管内）
《定点報告》 令和７年第４９週（12月1日～12月7日）
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0歳 0.20 0.40

1～3歳 7.40 0.80 0.20 0.67

4～6歳 4.60 1.20 0.67 0.33 0.67

7～9歳 5.00 0.60 1.67

10～14歳 8.00 0.80 0.33 0.33 0.33 0.33

15～19歳 3.40 0.33

20歳以上 3.60 0.67 0.67

計 32.20 3.80 0.20 1.67 1.33 0.33 3.67

70歳以上
（再掲）

0.20

前週 49.20 0.40 6.20 0.60 1.33 3.67 2.67 0.33 3.00

※感染症発生動向調査について

電話　0972-22-0562
FAX 　0972-25-0206

警報レベル 注意報レベル

◯警報レベルは大きな流行が発生または継続していると疑われることを指します。注意報レベルは、流行の発生前であれば
今後４週間以内に大きな流行が発生する可能性が高いことを、流行の発生後であれば流行が継続していると疑われることを
指します。

◯感染症については、原則医師からの報告により全数を把握していますが、インフルエンザなどの特定の疾病については、
指定された医療機関（定点）からの報告で発生状況を把握しています。（定点医療機関数　インフルエンザ５箇所、小児科３
箇所）（ここにあげた数値は、１定点あたりの平均の患者数となります。）
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掲載内容について、不明な点がある場合は、下記へお問い合わせください
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大分県南部保健所 Eメール　a12085@pref.oita.lg.jp
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〈インフルエンザについて〉

定点当りの報告数が、前週より減少しています。インフルエンザウイルスによって起こる感染症で、咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込んだり、ウイルスが

付着した手を介して感染します。１～３日の潜伏期間の後、38℃以上の発熱や頭痛、関節痛、鼻汁、咳等の症状が突然現れます。治療は抗インフルエンザ薬に

よる治療が中心となりますので、早めに医療機関を受診しましょう。 引き続き手洗いの励行、咳エチケット、適度な湿度の保持、人混みへの外出を控える、充分な

休養とバランスの取れた栄養摂取等に心がけましょう。

〈マイコプラズマ肺炎について〉

定点当りの報告数は、前週より増加しています。県内でも例年の同時期と比較し患者報告数が増加しています。手洗いの励行、場面に応じたマスク着用、発熱

や痰を伴わない 咳が続く場合は、早めの受診などの対策をお願いします。

〈伝染性紅斑（リンゴ病）について〉

定点あたりの報告数が前週より減少し、０．３３と警報レベルを下回りました。10～20日の潜伏期間後に、頬に紅い発しんが現れます。続いて、手・足に網目状と

表現される発しんがみられます。発しんは１週間前後で消失しますが、なかには長引いたり、一度消失した発しんが短期間のうちに再び出現することもあります。

患者の咳やくしゃみなどのしぶきに触れることによって感染（飛沫・接触感染）するため、手洗いに努めましょう。また、咳エチケットを心がけましょう。妊婦の方が

感染すると、胎児の異常や流産の可能性があると言われています。特に妊婦の方は感冒様症状（風邪のような症状）の人との接触を避ける等の注意が必要です。

〈感染性胃腸炎について〉

定点当りの報告数が、前週より減少しています。この病気は、嘔吐・下痢が主症状で、発熱や腹痛を伴います。脱水症状を起こしやすいので、こまめに水分補

給してください。ウイルスは、かき等の二枚貝、患者の便や吐瀉物に多く含まれており、手や食品を介して感染します。かき等を調理する際には、よく加熱してくだ

さい（８５℃９０秒以上）。予防としては、手洗い、うがいを励行してください。トイレ使用後や調理前は、特に石けんと流水で手をよく洗い、タオル等の共用はしない

でください。患者の汚物等を処理する際は、マスク・手袋等を着用し、次亜塩素酸ナトリウムで消毒してください。

〈COVID-19（新型コロナウイルス感染症）について〉

定点当りの報告数が、前週より減少しています。潜伏期は平均5～6日間で、症状は発熱、咳、倦怠感、味覚・嗅覚障害、下痢など多様です。多くは軽症ですが、

高齢者や基礎疾患を持つ場合は重症化の可能性があります。発症後、倦怠感、呼吸困難、味覚・嗅覚障害、脱毛などが2～3カ月間長引くことがあります。 飛沫

予防策、接触予防策（マスクの利用、換気、手指衛生）が有用です。

＜SFTSについて＞

R7.9.9時点で県内で過去最多を更新しています。主にウイルスを保有しているマダニに刺されることにより感染するダニ媒介感染症です。発熱、消化器症状（嘔

気、嘔吐、腹痛、下痢、下血）、腹痛、筋肉痛、神経症状、リンパ節腫脹、出血症状などを伴う場合もあります。マダニからSFTSウイルスに感染しないようにするた

めには刺されないように気をつけることが重要です。草むらや藪など、マダニが多く生息する場所に入る場合には、長袖・長ズボン、足を完全に覆う靴、帽子、手

袋を着用し、首にタオルを巻く等、肌の露出を少なくすることが大事です。

今後の感染予防・感染拡大防止に向けた注意喚起「4つのお願い」

１．「基本的な感染対策」で感染予防！

室内の換気、手洗いの励行、咳エチケット、場面に応じたマスク着用など

２．「ワクチン接種」で重症化予防！

高齢者や基礎疾患のある方は、特に接種をおすすめします。

３．「体調おかしいな？」は休んで感染の拡大防止！

少しでも体調に異変を感じたら、ちゅうちょせず休みましょう。コロナは5日間、外出を控え療養を。

４．解熱剤等の常備薬を準備！

体調不良時の療養に備え、早めに準備しておきましょう

体調に変化を感じた場合は、早めに医療機関を受診してください。

南部保健所（０９７２－２２－０５６２）
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　グラフで見る佐伯地域の感染症発生状況
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疾患ごとの警報・注意報の基準値は以下のとおりです。
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なお、基準値はすべて定点当たりの値です。また注意報の数字が入っていないも
のは、注意報の対象外という意味です。
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